
 

━玉宮小学校だより━ 

ＮＯ.９ R５．１２．２１                文責：校長  小宮山 昇

 

 

 

  



 
 

 １１月３０日（木），１～３年生のスケート教室が小
瀬スポーツ公園アイスアリーナで行われました。 

 初めての１年生も，また経験のある２・３年生も，

氷の上の感触を確かめながら慎重に練習を始め

ました。講師の先生に言われる通り練習に励んだ

子供たちは，午前が終わる頃には，リンク上で踊

りができるほどになり，午後は皆スイスイと滑れ

るほど上達しました。あきらめず，へこたれない

根気強さが形となって表れました。まさに子供の

可能性は無限大と改めて感じました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日（月），４～６年生がクラブの時間にラグ

ビーを体験しました。講師は山梨学院大学のラグビ

ー部監督を務める梶原先生（本校４年担任梶原先生

の夫）とラグビー部の皆さん。遥々と玉宮小にお越し

になり，校庭でラグビー教室を開催してくださいま

した。楕円形のボールを抱えるのも，捕るのも，投げ

るのも初めて。けれど，わかりやすく，丁寧に教えて

くれる中，スキルも身につけ，まるでワールドカップ

を実体験したかのような盛り上がりでした。

子供の頃，「大晦日」という響きに違和感がありました。「大掃除」みたいに「大」がつくことや，「晦
日」って何？ということを。調べると，「旧暦で，新月を 1 日とし，月が見えなくなる『晦（つごもり）』
の頃がおおよそ 30日であったことから，30日を晦日と呼ぶようになった。」ということ。つまり，
日付けが30日でなくても毎月の末日を「晦日」と呼び，１年を締めくくる 12月には大をつけて「大
晦日」と呼んでいるのだそうです。大晦日は「一夜明ければ，一年が終わる」という考えから，年越し
蕎麦を食べて一年の疲れを癒し，新年の縁起を担ぐという風習が生まれたと言われています。 
大晦日の風習は，時代とともに変化していますが，一年の終わりと始まりを祝う大切な行事であ

ることに変わりはありませんね。 

 

 

 

  

 

 
R5東山梨小中音楽発表会 

 玉宮小の発表（含）TV放映決定！ 

 

峡東CATV 

12/25（月）～12/31（日） 

１３：００～， ２０：００～ 

 

   

校長の独り言 

早いもので今年も残すところあとわずかとな

りました。皆様の御理解と御協力を賜り，２学期

間の教育活動をスムーズに進めることができま

した。たいへん感謝申し上げます。今後ともさ

らなるご厚情をお願い致します。               

玉宮小職員一同 


